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下遁求申?である。
カプセルを小さくして行〈とHで停滞ナる卒が噌
々ふえてくる。
叉胃酸が食道壁に彰響を及ぼじているか否かに関
し食道鏡下各部位に就で酸性液存在卒を診べたので
ああが，正常状態では横隠膜狭穿部迄でそれよ P上
_，o位では胃酸は認められなかった 
rs 
然し瞳吐反射暖気馨のあった場合は更に上迄逆流
してくる。その場合気管支狭穿都を嬰として，モれ
よP上方迄胃酸が謹減してくるととは極占うで稀であ
()o ・
以上食遭癌の好発部位は横隔膜狭穿部のや L上位
で，而もと Lには癌を誘発し易い因子のあるととを
示適しておく。
.12) 端息発作と肝機能
谷口 治
HI官・息がアレルギー疾患であるとの報告は多くの人
によってなされて居る。又アレノレギーのため肝障碍
を起し，ヒよろタミシ様物質を生成し之が迷走神経を
刺戟し肝静肱を収縮せしめ更に肝障碍を帯強ナるも
のといわれて居る。而してl鴇息の発作が肝機能に及
ぼナ影響に就ての臨林的観察は在来余P多くの症例
の報告を見で居ない。教室に於ては多数のI崎息患者
の診療を行って居るが，今回はそれらに行った肝機
能検査成績と嚇息発作とに就て報告ナ否。
症例は表の如< 51例でそのうち何らかの肝障碍
を認めたものは35例でとの中発作を伴ったものは
31例を占めで居た。次にI掃息発作のあった者のみに
れた。即ち何れ白観点よ Pナるも鴨息発作と肝障碍
との間には密接な関係のある事が想像され答。
報告者
谷 口
望・ g月
一 沢 
μI 崎
例数 
51 
5 
12 
3 
盟主:!~:健常例発 作有|発作無 
31 4 5 11。 5 。。 
3 。、 。 9。 3 。。 
次に発作の強さ並に持続期間の長さと昨障碍の強
さとの問には相当度並行的関係を認めた。叉発作中
・に於では血液酸素飽和度が屡々低値を示しで居た事
よれ発作中に於では肝臓は亦酸素欠乏状態にる 
れその為肝機能低下更には障碍状態が惹起せられ
得るも白と想像きれ透。
ヨたに従来は鳴息患者は非発作時に於でも肝実質細 
胞の障碍，特に解毒機能障碍が認められるといわれ
で居るが，教室の成績によれば、失の表の如〈解毒機
能よりは色素排市機能がよ P多〈障碍されて居た。
解機能障毒碍iI 謝蛋機能白代障碍報告者|例数|皇霊童書 
JE~. 口メ日 25 1551 16 
6 312一 沢i / 
13 6北 村 / / 
2 33楠 / 
以土の事から暢息患者の肝障碍の原因がアレノレギ 
ーのみに帰・せられるべきでなく ，I情息発作が肝障碍
就で肝障碍の有無を検ナると 36例中 31例に認め ι と密接な関係のある事を認めた。
